
 

 

別紙２ 

２４３ 甲状腺、副甲状腺ホルモン剤 

 

【医薬品名】テリパラチド（遺伝子組換え） 

 

【措置内容】以下のように使用上の注意を改めること。 

 

［重要な基本的注意］の項に 

 

「本剤投与直後から数時間後にかけて、ショック、一過性の急激な血圧低

下に伴う意識消失、痙攣、転倒があらわれることがある。投与開始後数

ヵ月以上を経て初めて発現することもあるので、本剤投与時には以下の

点に留意するよう患者に指導すること。 

1)投与後30分程度はできる限り安静にすること。 

2)投与後に血圧低下、めまい、立ちくらみ、動悸、気分不良、悪心、顔

面蒼白、冷汗等が生じた場合には、症状がおさまるまで座るか横にな

ること。」 

 

を追記し、［副作用］の「重大な副作用」の項のショック、アナフィラキシ

ーに関する記載を 

 

「アナフィラキシー： 

  アナフィラキシー（呼吸困難、血圧低下、発疹等）があらわれることが

あるので、観察を十分に行い、異常が認められた場合には投与を中止し、

適切な処置を行うこと。 

ショック、意識消失： 

ショック、一過性の急激な血圧低下に伴う意識消失があらわれることが

あり、心停止、呼吸停止を来した症例も報告されている。異常が認めら

れた場合には、適切な処置を行い、次回以降の投与中止を考慮すること。」 

 

と改める。 

  


